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取扱説明書本文にでてくる警告事項は、ご使用いただく前に 

注意深く読み、よく理解してください。 

いつでもご使用いただけるように大切に保管してください。 
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 日本カノマックス株式会社の製品をご購入いただき、誠に 

 ありがとうございます。 

 本器は精密機器でございますので、本取扱説明書を     

 よ く お 読 み い た だ き 、 警 告 事 項 を 必 ず 守 っ て 正 し く 

 ご使用いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

構成品目 

■ＭＯＤＥＬ６１１３／６１１４／６１１５ 

品名 部品 MODEL 個数 機能 ６１１３ ６１１４ ６１１５ 

本体 

6113 1 － ● － － 

6114 1 － － ● － 

6115 1 － － － ● 

プローブ 6113-01 1 風速、風温センサー ● ● ● 

伸縮延長棒 6112-03 1 高所測定用 ● ● ● 

肩掛けベルト  1 － ● ● ● 

取り扱い説明書 － 1 － ● ● ● 

単二マンガン電池 － 6 － ● ● ● 

プリンター － 1 本体組込み ● × × 

圧力センサー 6113-07 1 静圧測定 △ △ ● 

予備プローブ 6113-01 1 予備用のプローブ △ △ △ 

アナログ出力 6113-08 1 アナログ出力端子 △ △ △ 

AC アダプター 6113-02 1 電源 △ △ △ 

RS232C ケーブル 6000-02 1 RS232C 通信用ｹｰﾌﾞﾙ △ △ △ 

携帯型ｱﾈﾓﾏｽﾀｰ 

計測ｿﾌﾄｳｪｱ 
S600-00 1 データ収集ソフトウェア △ △ △ 

 

●：標準品  △：オプション  ×：オプション対応なし 
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ご使用いただく前に 
当社では、取扱説明書の中での警告の種類と定義を以下のように定めています。 

 

〔表示の説明〕 

    警告 ：人身事故防止用 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人身事故の発生する危険が想定される内容を示しています。 

 

    注意 ：製品損傷防止用 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、製品に物的損傷を与えるか、性能保証できない場合が想定される内容を

示しています。 

 

〔絵表示の説明〕 

△記号は注意（危険を含む）を促す内容があることを告げるものです。図の中に具体的な注意内容（左図の場合は高温注

意）が描かれています。 

 

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や横に具体的な禁止事項（左図の場合は分解禁止）が描か

れています。 

 

●記号は行為を強制あるいは指示する内容を告げるものです。図の横に具体的な指示内容が描かれています。 

 

 

警 告 
 

 

 

 

 

○ 可燃性ガスの雰囲気には、絶対にプローブを近

づけないでください。 

 

…… センサーが加熱されているため、発火・爆発の

危険性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 分解・改造・修理は絶対しないでください。 

     

…… ショート、および性能維持ができない原因となります。 

 ○ 本取り扱い説明書の指示に従って正しくお使いください。 

 

……誤った使い方をされると、感電や発火、センサー破損などの原因となります。 

 ○ 本器より異常音、異常な臭い、煙などが発生した場合や本器内に液体などが混入した

場合は、速やかに電源スイッチを切り、電池または電源プラグを抜いてください。 

……感電や発火、本器の故障の恐れがあります。ご購入先もしくは日本カノマックス㈱サー

ビスセンターまで修理をご依頼ください。 

 

可燃性ガスの雰囲気 

での使用禁止 

 

改造／分解禁止 

正しく取扱う 

× 
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警 告 
 

 

 

○ 水滴を含んだ雰囲気で使用しないでください。 

 

…… 感電や発火、センサー破損の原因となります。 

 

水滴 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ センサー部には絶対に触れないでください。 

 

…… センサー部は加熱されていますので、触れると火傷する

危険があります。また、センサーの損傷にもなりますの

で絶対に触れないでください。 

 

 

注 意 
 ○ 使用されないときは電源プラグを抜いてください。 

…… 感電や発火、回路破損の原因となります。 

 ○ 長期間、本器を保管しておく場合は、電池を取り外して保管してください。また、本体内

に消耗した電池を入れたままにしないでください。 

…… 電池の液漏れの原因となります。 

 
 

 

○ 本体を高温多湿・ホコリの多い場所においての測定

または、直射日光のもと長時間,放置しないでくださ

い。 

 

…… 仕様範囲外では、正常に動作しない場合があり

ます。 
 

 

 

           
○ 本体は、揮発性の溶液で拭かないでください。 

 

…… ケースが変形・変質する恐れがあります。汚れたときは、柔らかい布で乾拭きしてくだ

さい。また、汚れがひどい場合には、中性洗剤または水を含ませた布で拭いてくださ

い。シンナー・ベンジン等の揮発性の薬品は使用しないでください。 

 

 

○ 本体やセンサー部に強いショックを与えたり、重いもの

をのせたりしないでください。 

 

…… 本体やセンサー故障・破損の原因となります。 

 

 ○ 帯電した状態で、センサー部を触らないでください。 

 

…… 測定値に影響を与えたり、本体回路破損の原因となります 

 

設置禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

高温注意 × 
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１．各部の名称と働き 

１．１ 本体 

単位：mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．各部の名称と働き 1 

プローブ接続端子 

圧力ポート 
（オプション） 

RS232C 端子 

約 210 

電源スイッチ 

 I ：ＯＮ 

Ｏ：ＯＦＦ 

アナログ出力端子 
  （オプション） 

伸縮式延長棒 

約
1
2
0
 

操作パネル 

ケーブル 

表示画面 

上蓋（プローブ収納部） 

(約
1
0
7
) 

約
1
3
3
 

<回転> 

プローブ 

電源入力端子 

プローブ仮置き部 

（計測時のみ使用可*） 

*) 注意 

本体の上蓋を閉めるときは必ず上

蓋のプローブ収納部にプローブを

収納し、プローブコネクタを外して

から閉めてください。仮置き部にプ

ローブを置いたまま上蓋を閉めま

すと、プローブケーブルの断線な

どの故障につながります。 



 

 

 

 

  ＜底面図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜左側面図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．各部の名称と働き 2 

電池収納部 ROM カセット収納部 

プリンタ収納部 

0
0
0
1 

ＲＯＭカセット側 

プローブ番号表示窓 

プリンタ紙カッター 



 

 

１．２ 操作パネル 

キーを押したときは必ず「ピッ」という確認音が鳴ります。（機能設定にてＯＦＦにすることもできます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．各部の名称と働き 3 

Ｈｏｌｄ／Ｓｅｔ キ－  

測定モードにおいて表示値のホールド／解除を行います。 

日時設定モード及び機能設定モードでは、選択した項目の決定に使用します。 

Ｆｅｅｄ キー(6113 のみ) 

１回押す毎にプリンタ用紙が１行紙送りされます。 

Ｃｌｅａｒ キー 

・保存データ表示時：１秒以上押し続けると、メ

モリへ最終に保存された１つのデータを消去。 

・機能設定モード時：設定終了キーとして使用。 

・印刷中：印刷を強制的に中止します。 

（既にプリンタへ送信されているデータについて

は、中止できません。） 

▲キー 

測定モード時に押すと、移動平均値の時定数を 

１秒、５秒、１０秒のいずれかに変更することが 

できます。 

▼キー 

風速測定モード時に押すと、バーグラフのレンジを 

１m/s、５m/s、１０m/s、２５m/s、５０m/s のいずれか 

に変更することができます。 

※▲、▼キーとも他のモードにおいては、項目の 

 選択または数値のアップ・ダウンに使用します。 

Ｍｏｄｅ キ－  

測定モード及び演算モードに 

おいて、測定項目の切り換えに 

使用します。 

Ｃａｌｃ．キ－  

演算モードへの切り換え及び 

演算項目の切り換えに使用 

します。 

風速 

圧力 風温 

（オプション） 

Ｓａｍｐ．キ－  

短く押すと表示値が保存されます。（全ての測定項目が保存されます。）メモリ数は最大１００個です。 

長く押し続けると、押されている間での平均値が保存されます。サンプリングは１秒毎で最大６０秒間 

での平均値が得られます。（６０秒間以上の測定値は無視されます。） 

測定モード 

平均値 

最大値 最小値 

保存データ表示 

＜演算モード＞ 

Ｐｒｉｎｔ キー(6113 のみ) 

測定モード時に押すと、表示値が印刷されます。 

（全ての測定項目が印刷されます。） 

演算モードにおいては、メモリに保存されている 

データの演算結果（平均値、最大値、最小値）が 

印刷されます。 

ＳＰ．Ｚｅｒｏ キー（6113/6114 はオプション） 

測定モードの圧力表示時に、２秒以上押し 

続けるとゼロ点調整されます。 

。 

Power スイッチ 

電源の ON/OFF 

I  ：ＯＮ 

Ｏ ：ＯＦＦ 

 



 

 

１．３ プローブ 

単位：mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．各部の名称と働き 4 

約φ10 

本体側 

風向マーク 

約
3
3 

 
約

1
50

 

プローブ番号 
0０1 

風速センサー 

温度補償センサー 

温度センサー 

約
φ

1
3 約 23 

約φ5 

ケーブル長：約 2000 



 

 

１．４ 延長棒 

単位：mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．各部の名称と働き 5 

約
1
67

 
（
最

大
延

長
9
60

） 

約 68 

約
φ

1
2 

約φ15 

プローブの取り付け方法 

プローブ 

延長棒 

① 

② 



 

 

 

２．測定前の準備 

２．１ 電池のセット 

 

   ＜本体底面図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．測定前の準備  6 

② １～６の順序で電池を挿入します。 

（※このとき電池の極性に注意してください。） 

電池は単２形を６本使用します。マンガン電池、

アルカリ電池、Ni-Cd 電池をご使用ください。 

電池は必ず同じ種類のものをご使用ください。

違う種類の電池を組み合わせて使用しますと、 

液漏れや本体破損の原因となります。 

※ＡＣアダプター（オプション）で電池を充電する 

 ことはできません。 

① 矢印の部分２ヶ所を指で軽く押しながら 

手前に引き、蓋を外します。 

 
・マンガン電池（単２形） 
・アルカリ電池（単２形） 
・Ni-Cd 電池（単２形） 

使用できる電池の種類 

③ 開けた時と逆の手順で蓋を閉めます。 



 

 

２．２ プローブ番号の確認 

プローブ側の番号と、本体側の番号（本体底面にあるＲＯＭカセットの番号）が一致しているか、確認して下さい。 

※ プローブ番号の確認は、複数台ご購入頂いたとき、または予備プローブを保有されている場合に必要となり 

   ます。 

   （本体側の番号は、電源投入時、 

    ＬＣＤ上にも表示されます。   

    詳しくは「２．４ 電源のＯＮ／ＯＦＦ」 

    の項をご覧下さい。）   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．３ プローブの取り付け 

図のようにコネクタの向きに注意して（プローブケーブルが出ている側を上に）、本体の接続端子に取り付けます。 

※ 電源が入った状態でプローブの抜き差しを行わないでください。 

※ 破損の原因となりますので、コネクタの向きを合わせずに無理に押し込んだり、接続後コネクタを回転させた 

りしないでください。 

※ 上蓋を閉めるときは必ずプローブコネクタを取り外してください。プローブケーブルの断線の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．測定前の準備 7 

それぞれのプローブの特性

データは、本体底面部に装着

されているＲＯＭカセットに書

き込まれています。 

プローブごとに特性が異なり

ますので、正しく測定を行うた

めに、必ず番号が一致してい

ることをご確認下さい。 

本体底面 プローブ側 

0０1 

 番号が一致して 

いますか？ 

０
０

０
１

 

プローブケーブル 

コネクタ 

プローブ 

接続端子 



 

 

２．４ 電源のＯＮ／ＯＦＦ 

プローブを本体に接続し、電源スイッチを入れると、ソフトウェアバージョン、プローブ番号が順に表示され、 

通常測定画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ 電池残量について 
 

 

 

 

 

 

電池残量が減少してくると表示は上のように移り変わります。 
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ＲＯＭカセットが正しく接続されていない時は、上の“E - - 9” 

エラーコードが表示され、エラー音が鳴ります。 

（エラーコードについては P.37をご参照ください。） 

一度電源を切ってから、正しくＲＯＭカセットが接続されて 

いるかどうか、ご確認ください。 

測定画面の右上に電池残量が表示されています。 

電池の消費量は測定する風速に応じて変化します。 

電池残量表示が点滅を始めると、電池交換時期です。 

電池残量表示が点滅を始めると風速値によっては停止

する状態になる場合がありますのでご注意ください。 

（点滅） 

電池交換時期 

― 動作停止状態 ― 

「E - - 0」のエラーコードが表示されるとすべての操作ができなく 

なります。測定中でも停止します。 

また、測定中のデータは記憶されませんのでご注意ください。 

表示画面の説明（通常測定：詳しくは P.11を参照してください。） 

① 指示値または設定値    ④ 単位 

② バーグラフ             ⑤ 電池残量 

③ バーグラフ最大値 

通常測定画面 

電源ＯＮ 

プローブを本体に接続する 

I でＯＮ（電源スイッチを入れる） 

 

ＯでＯＦＦ（電源スイッチを切る） 

電源スイッチ 

m/s 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

Ver. 表示 

プローブ 

番号表示 

（動作停止） 

m/s 



 

 

２．５ 測定のしかた 

２．５．１ 風速測定のしかたと注意点 

� プローブには指向性がありますので、必ず、風向マ－クを右図のように風

上に向けてください。（プローブの指向特性については「プローブの指向特

性」P.36をご参照ください。）風向が明らかでない場合はゆっくりプロ－ブを

回転させ、表示値が最大になる方向で測定を行ってください。 

� このプローブは風速センサーと温度補償センサーを組み合わせることによ

り、風の温度の変化に対する風速変化を補正しています。この効果を得る

ためには風速センサーと温度補償センサーに両方に測定対象の風を当て、

温度条件を同じにすることが必要です。 

� 風温が急変する場所にプロ－ブを挿入し、風速を測定する場合は 20

秒以上測定を続け、指示値が安定したところで読みとってください。 

 

２．５．２ 風温測定のしかたと注意点 

� 風温測定での応答性は風速が速いほどよくなります。風速が 1m/s で約 30 秒です。指示が安定したところ

で読みとってください。 

� 完全な無風状態で、風温測定を行うと風速センサーの加熱の影響により測定値が高めに指示する場合が

あります。風温測定を正確に行うには、0.1m/s 以上の風速域（ゆっくりプローブをふる程度）で測定するこ

とをおすすめします。 

 

２．５．３ 圧力測定のしかたと注意点    

� 圧力測定機能は６１１５のみ標準仕様、６１１３・６１１４はオプションでの取り付けとなります。 

� 圧力センサーには７５ｋＰａ以上の圧力を加えないでください。７５ｋＰａ以上の圧力を加えると圧力センサー

が破損する危険がありますのでご注意ください。 

� 圧力測定時の使用温度範囲は５～４０℃です。この温度範囲外で測定されますと、正常に動作しない場合

があります。 
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風 

風向マーク 



 

 

 

� 圧力の測定前には必ず、ゼロ点調整を行ってください。ゼロ点調整は、＋と－の両方の圧力ポートを大気開

放にしてから行ってください。（圧力のゼロ点調整範囲は±0.5kPa 以内です。） 

 

＜圧力ゼロ点調整のしかた＞ 

表示画面 説 明 

 
測定モード時に、 キーを押して、圧力測定にします。 

 MODE キーを押す毎に（風速→風温→圧力）
 

 
キーを２秒以上押し続けると、確認音が長く「ピ――」と鳴り、 

圧力表示が０．００となります。
 

 

＜圧力チューブの接続方法＞ 

圧力チューブを＋または－の圧力ポートに取り付けてください。 

 

同様に圧力チューブの片端を、ダクトなどの圧力測定口に取り付けます。 

測定する圧力がプラスの場合はプラス（＋）ポートにマイナスの場合は、マイナス（－）ポートに取り付けます。 
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チューブがしっかり取り付けられていない場合や、

チューブに穴が開いている場合などは空気もれが

発生し、正確な測定ができませんのでご注意くださ

い。また、チューブが途中で折れ曲がったりして

も、正確な測定ができません。 

k
kPa 

kPa 

プラス（＋）ポート 

マイナス（－）ポート 圧力ポート 



 

 

 

３．通常測定                                              *** 測定モード *** 
 

 

電源投入後は、自動的に風速測定モードとなり、風速測定画面が表示 

されます。 

表示される測定値は１秒ごとに更新されます。 

 

                                                    ＜風速測定画面＞ 

 

３．１ 測定モードを切り換えるには 

表示画面 説 明 
① 左図の通常測定画面（測定モード）が表示されているときに、 

キーを押します。
 

測定モードでは キーを押すごとに、 

②風温測定画面→③圧力測定画面（6113･6114 はオプション）→①

風速測定画面が表示されます。
 

② 

＜風温測定画面＞ 

※風温測定では測定値下のバーグラフは表示されません。 

③ 

＜圧力測定画面＞ 

※圧力測定では測定値下のバーグラフは表示されません。 

※圧力測定機能が付加していない場合は表示されません。 
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m/s 

m/s 

℃ 

kPa 



 

 

３．２ 測定値をホールドするには 

表示画面 説 明 

 
通常測定画面（測定モード）が表示されているときに、 キーを

押します。（風温、圧力測定モードの画面時でも行えます。）
 

 
画面の左に“HOLD”が表示され、測定値がホールドされます。 

もう一度 キーを押すと、ホールドが解除されます。
 

 

３．３ バーグラフ表示のレンジを変更するには 

バーグラフ表示は風速測定のみに適用されます。 

 

表示画面 説 明 
 通常測定画面（風速測定モード）が表示されているときに、 キー 

を押します。
 

※初期設定のレンジは 0～10m/s で、

一目盛りは 2m/s です。 

 

 
バーグラフ右側の数値が変わり、レンジが 0～25m/s になります。 

（一目盛りは 5m/s となります。） 

 

キーを押すごとにバーグラフ右側の数値が変わり、以下の順で 

レンジが変わります。 

    0～10m/s（一目盛り：2m/s、バー１本：0.4m/s）＜初期設定＞ 

→0～25m/s（一目盛り：5m/s、バー１本：1m/s） 

→0～50m/s（一目盛り：10m/s、バー１本：2m/s） 

→0～1m/s（一目盛り：0.2m/s、バー１本：0.04m/s） 

→0～5m/s（一目盛り：1m/s、バー１本：0.2m/s） 

→0～10m/s 

※この設定は電源を一度切ると、初期設定（0～10m/s）に戻ります。 

 

 

３．通常測定 12 

m/s 

m/s 

m/s 

m/s 

m/s 

一目盛り：2m/s 

 バー１本：0.4m/s 



 

 

３．４ 時定数を変更するには 

時定数の変更は風速測定のみに適用されます。風温および圧力（6113･6114 はオプション）の時定数は１秒固定

です。 

 

表示画面 説 明 

 

通常測定画面（風速測定モード）が表示されているときに、 キー 

を押すと、左図のように設定された時定数が一瞬表示され、測定値 

の時定数が切り替わります。 

※初期設定は１秒間です。 

時定数は キーを押すごとに切り替わり、１秒、５秒、１０秒が選択 

できます。 

００：０１……１秒間の移動平均値を表示 

００：０５……５秒間の移動平均値を表示 

００：１０……１０秒間の移動平均値を表示 

 

※この設定は電源を一度切ると、初期設定（１秒間）に戻ります。 

 

 

 

   

 

 

 

モ－ド 測定デ－タの取り込みかた 説  明 

００：０１ 

（１秒間） 

          

                                       

 

                  １秒間の平均  
 

１秒間に１０回デ－タを

取りこみ、その平均値を

瞬時値として、１秒ごとに

表示します。  

００：０５ 

（５秒間） 

 

 

 

                            ５秒間の平均 

５秒間の平均値を１秒ご

とに表示します。データ

は１秒づつ、シフトしま

す。 

００：１０ 

（１０秒間） 

 

 

 

                              10 秒間の平均 

１０秒間の平均値を１秒

ごとに表示します。デー

タは１秒づつ、シフトしま

す。 
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時定数 

＊＊＊ 時定数とは？ ＊＊＊ 

ある一定秒の移動平均値のことで、時定数を大きく設定すると値の変動が少ない測定値が読みとれ 

ます。逆に時定数を小さく設定すると、測定値が風速の変動に素早く反応します。 

風温測定モード、圧力測定モードではこの機能は使用できません。 

 

0      5      10      15      20 秒 (測定時間) 

0      5      10      15      20 秒 (測定時間) 

0      5      10      15      20 秒 (測定時間) 

m/s 



 

 

 

４．測定データの保存および消去         

４．１ 測定データを保存するには 

① 瞬時値の保存 

表示画面 説 明 
 

通常測定画面（測定モード）が表示されているときに、 キーを 

押します。（風速、風温、圧力、どの測定モードの画面時でも行えま

す。）
 

 

左図の様に、“Ｓａｍｐ”、データ番号、バーグラフが一瞬表示され、 

測定項目全ての測定値（風速値、風温値、圧力値）が１組として保存 

されます。 

（この時一瞬表示されるバーグラフは、保存データ量の目安です。） 

データの保存可能数は、最大１００個です。 

 

② 平均値の保存…連続したデータ（６０秒以内）の平均値を保存 

表示画面 説 明 
 

通常測定画面（測定モード）が表示されているときに、 キーを 

１秒以上押し続けると、押された時間内での平均値が１セットとして 

保存されます。サンプリングは１秒毎（確認音が鳴ります）で、最大 

６０秒間での平均値が得られます。 

また、 キーが押されている間は、“Ｓａｍｐ”とデータ番号と 

バーグラフが表示され続けます。 

（例えば、１０秒間押し続けた場合、１０個のサンプリング値の平均値 

１個を保存します。） 

※６０秒を越えて押された場合、と警告音が一度鳴り、平均値測定は

終了します。 

 

※保存された測定データは、電源を切っても消えることはありません。 

 また、電池を交換する際にも、内蔵のバックアップ電池により、データは保持されます。 

 ただし、経年変化により内蔵のバックアップ電池が劣化した場合、データが保持されないことがありますので 

 ご注意下さい。 
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データ番号 保存データ量目安 

℃ 

S

℃ 

Samp 

m/s 

Samp 
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４．２ 測定データを消去するには 

 

４．２．１ 全消去：保存された測定データを全て消去 

表示画面 説 明 
 

通常測定画面（測定モード）が表示されているときに、 キーと 

キーを同時に４秒以上押し続けると、左図のように“ｎ－００” 

としばらく表示され、全ての保存データが消去されます。 

 

 

４．２．２ 簡単消去：最後に保存された測定データを１つ消去する 

表示画面 説 明 
 

 

 

 

 

 
 

＜測定モード画面＞ 

通常測定画面（測定モード）が表示されているときに、 キーを

１秒以上押します。（風速、風温、圧力、どの測定モードの画面時でも

行えます。）
 

 

左図の様に、“ｎ－××”としばらく表示され、最終に保存された測定 

データ１個が消去されます。 

（“××”の数字は、データが消去された後の保存データ総数を表示

します。“ｎ－００”は、保存されている測定データが無いことを表しま

す） 

この方法で消去できるデータは必ず最終に保存されたデータ１個で、

中間のデータ（例えば７５個のデータが保存されているとき、４０番目

のデータ）を消去することはできません。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

m/s 

保存されている測定データ総数 

m/s 

m/s 
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４．２．３ 指定消去：保存データを１つ指定して消去する 

表示画面 説 明 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜保存測定データ表示画面＞ 

通常測定画面（測定モード）が表示されているとき、 キーを４

回押し、演算モードの保存測定データの表示画面にします。 

（演算モードの詳細については次章「５．平均、最大、最小値を測定

するには」P.17をご参照ください。） 

キーを押して、消去したいデータ番号を表示させます。 

 

キーを４秒以上押します。（風速、風温、圧力、どの測定モー

ドの画面時でも行えます。） 

「ピー」という音とともに、保存されているデータ総数が表示され、存

続測定データの表示画面にもどります。
 

 
続けて消去を行うときは、 キーを押して、消去したいデー 

タを表示させ、 キーを４秒以上押すとデータの消去が行えま

す。 

一度に消去できるデータは一つだけです。 

 

ページを消去すると、ページ番号は繰り上がります。 

例）１～４までのデータがあり、３つ目のデータだけを消去すると、４つ

目のデータが３つ目に繰り上がり、１～３ページのデータが残ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存されている測定データ総数 

m/s 

m/s 

データ番号 

m/s 

データ１ 
データ２ 
データ３ 
データ４ 

データ１ 
データ２ 
データ４ 

データ１ 
データ２ 
データ３ 

データ番号が変わる。 



 

 

 

５．平均、最大、最小値を測定するには     *** 演算モード *** 
 

演算モードは保存された測定データから、最大、最小、平均値を演算するモードです。 

従って、測定データが全く保存されていない場合は、「４．測定データの保存および消去」P.14をご参照の上、測定 

データを保存してから演算を行ってください。 

また演算は、保存された測定データ全てを対象として行われます。（特定の測定データを選択して演算することは 

できません。） 

 

表示画面 説 明 

① 

 

 

 

 

 

 

 

＜通常測定画面＞
 

通常測定画面（測定モード）が表示されているとき、 キーを 

押し、演算モードに入ります。（風速、風温、圧力、どの測定モードの 

画面時でも行えます。） 

演算モードでは キーを押すごとに、 

②平均値表示画面(Avg)→③最大値表示画面(Max)→④最小値表示

画面(Min)→⑤保存測定データの表示画面→①通常測定画面 

が表示されます。
 

② 

＜平均値表示画面＞ 

平均値が表示されるとともに、保存されている測定データ数が下に表

示されます。 

この表示画面において キーを押すごとに、 

風温→圧力→風速 

の各平均値を順に表示させることができます。 

③ 

＜最大値表示画面＞ 

最大値が表示されるとともに、保存されている測定データ総数が下に

表示されます。 

この表示画面において キーを押すごとに、 

風温→圧力→風速 

の各最大値を順に表示させることができます。 

④ 

＜最小値表示画面＞ 

最小値が表示されるとともに、保存されている測定データ総数が下に

表示されます。 

この表示画面において キーを押すごとに、 

風温→圧力→風速 

の各最小値を順に表示させることができます。 

５．平均、最大、最小値を測定するには 17 

m/s 

Avg 

m/s 

Max 

m/s 

Min 

m/s 

平均値マーク 

保存されている測定データ総数 

最小値マーク 

最大値マーク 
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表示画面 説 明 

⑤ 

＜保存測定データ表示画面＞ 

最終に保存された測定値及びデータ番号とバーグラフが表示され 

ます。（この時表示されるバーグラフは、保存データ位置の目安 

です。） 

この表示画面において キーを押すごとに、 

風温→圧力→風速 

の各保存された測定値を順に表示させることができます。 

 

また、この表示画面において キーを押すと、他のデータ 

番号で保存された測定値を表示させることができます。 

同様に、この表示画面において キーを押すごとに、 

風温→圧力→風速 

の各保存された測定値を順に表示させることができます。 

 

※表示画面から、データを指定して消去することができます。詳しくは

「４．２ 測定データを消去するには」P.15をご参照ください。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

m/s 

データ番号 データ位置目安 

m/s 
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６．測定データを出力するには 
 

６．１ 測定データのプリントアウト（6113 のみ） 

６．１．１ プリンター用紙（ロール紙）のセッティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 矢印の部分を指で軽く押しながら、手前に引き、 

プリンターカバーを外します。 

② 電源スイッチを入れ、 キーを押します。 

③ 裏表間違えないように（図ではロール紙の内側面が 

手前側になるように）、ロール紙の先端をローラ   

部分下側に差し込みます。 

ローラ 

ロール紙 

※このヘッドレバーは、下げた状態で行って下

さい。 

ここに紙センサーが

あります。 

ロール紙は図のように右端が長くなるように斜めにカットします。ロール紙を

感知するセンサーはローラの右側にありますので、右側を少し長くカットする

とロール紙がセットしやすくなります。 

※ロール紙は指定感熱紙（TP-202L セイコーインスツルメンツ製）を使用し

てください。 
×    ×    ○ 

ロール紙のカット方法 
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④ ロール紙先端を差し込むと、自動的にローラ

が回転し、紙が巻き取られ、上から出てきま

す。 

※ 紙が斜めになったり、折れ曲がったりして正し

くセットできなかった場合には、ヘッドレバーを

上げ、紙を引っぱり出して、もう一度②～④の

手順を行って下さい。 

約 5cm 

⑤ 上から出てきた紙の長さが、ローラから約５cm 

以上となるように、 キーを押して紙送り 

して下さい。 

※ このとき出てきた紙が、再びローラに巻き込ま

れないように注意して下さい。 

⑦ ロール紙のたるみを巻き取りながら、ホルダに 

   収め、プリンターカバーの排紙口から紙が出 

   るようにして、プリンターカバーを閉めれば 

   セット完了です。 

※  巻かれているロール紙は、できるだけたるみ

をとって収めて下さい。たるみがあると、ロー

ラへ二重に巻き込まれる可能性があります。 

ロール紙 

ホルダ 

排紙口 

ロール紙先端 

ヘッドレバー 

⑥ ロール紙のたるみ防止用として、付属のプリン

ター用ロール芯をロール紙の中に挿入しま

す。 

※ ロール紙が少なくなった場合などの、プリン 

ターヘッド部への巻き込みを防止します。 

 

   

ロール芯 

ロール紙 
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６．１．２ 瞬時値のプリントアウト 

表示画面 説 明 
 

通常測定画面（測定モード）が表示されているときに、 キーを

押すと、測定値がホールドされ、測定項目全ての測定値（風速値、風

温値、圧力値）がプリントアウトされます。 

データのプリントアウト例 

                   ＜測定結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．１．３ 演算結果のプリントアウト 

表示画面 説 明 

 

演算モードを表示させ（通常測定画面で キーを押す）、

キーを押すと、測定項目全ての演算値（平均値、最大値、最小値）が

プリントアウトされます。 

データのプリントアウト例 

                   ＜演算結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

℃ 

2002/10/29  09:41:29 

VEL(m/s)TEMP(℃)PRS(kPa) 

   0.06   20.8   0.13 

測定日時 

風速  風温  圧力 

Avg 

m/s 

DATE:2002/10/29 

TIME:09:41:29 

DATA:063 

MODE:VEL TEMP PRS 

MAX    7.25 m/s 

AVG    5.79 m/s 

MIN    2.66 m/s 

MAX    22.5 ℃ 

AVG    21.0 ℃ 

MIN    19.4 ℃ 

MAX    0.78 kPa 

AVG    0.43 kPa 

MIN    0.27 kPa 

プリントアウト日：年／月／日 

時間： 時：分：秒 

保存データ数 

測定項目 

 

風速 

 

 

風温 

 

 

圧力 

測
定
条
件 

演
算
結
果 

m/s 
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６．１．４ 保存データのプリントアウト 

表示画面 説 明 

 

演算モードを表示させ（通常測定画面で キーを押す）、

キーを押しながら、 キーを押すと、測定項目全ての演算値（平

均値、最大値、最小値）に加え、保存されている測定データがプリント

アウトされます。下のプリントアウト例をご参照ください。 

 

６．１．５ 機能設定内容のプリントアウト（印字テスト） 

表示画面 説 明 

 

通常測定画面（測定モード）が表示されているときに、 キーと 

を同時に２秒以上押すと、機能設定の内容等がプリントアウト 

されます。
 

※機能設定の詳細については、「７．２ その他の機能設定」P.29をご

参照下さい。
 

※この機能は印字テストにも使用できます。 

データのプリントアウト例 

          ＜演算結果＋測定データ＞                     ＜機能設定内容＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プローブ番号 
 
 
 

ハードウェアの設定情報 

（設定変更はできません） 

 

 
ボーレート 

ブザーON/OFF 
風速単位 
風温単位 
圧力単位 

ｱﾅﾛｸﾞ出力範囲(風速) 
ｱﾅﾛｸﾞ出力範囲(風温) 
ｱﾅﾛｸﾞ出力範囲(圧力) 

 
 

テスト印字 
 

 

Avg 

m/s 

℃ 

DATE:2002/10/29 

TIME:09:41:29 

DATA:063 

MODE:VEL TEMP PRS 

MAX    7.25 m/s 

AVG    5.79 m/s 

MIN    2.66 m/s 

MAX    22.5 ℃ 

AVG    21.0 ℃ 

MIN    19.4 ℃ 

MAX    0.78 kPa 

AVG    0.43 kPa 

MIN    0.27 kPa 

 

 

NUM   m/s   ℃   kPa 

01 3.89  21.8  0.33 

02 4.41  22.0  0.41 

03 5.01  22.4  0.32 

演
算
結
果 

測
定
デ
ー
タ 

測
定
条
件 

6113 ANEMOMASTER 
Ver.1.000 
DATE:2002/10/29 
TIME:15:06:49 
******************** 
PROBE No.   1 
PROBE Type.10 
SensorTime     150min 
-------------------- 
HARD SW SETTING 
Bit PR  ON 
Bit PRS ON 
-------------------- 
SOFT SW SETTING 
BAUD RATE 4800 
BUZZER ON 
Vel  Unit m/s 
Temp Unit ℃ 
PRS  Unit kPa 
ANALOG Vel 0 - 5.0 
ANALOG Temp 0 – 50.0 
ANALOG PRS –5.0 – 5.0 
DATE DISPLAY JP 
******************** 
TEST PRINT 
0123456789-+/*() 

機
能
設
定
内
容 
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６．１．６ プリントアウト時の注意 
 

Model６１１３の内蔵プリンター印字時には、プリンター動作用の大電流を必要といたします。 

電池の消耗が進んでいる場合は、プリンター印字動作に必要な電力の供給を行うことができずに、電地の 

電圧が急激に低下いたします。 

このため、一時的に電池電圧低下が発生し、Model６１１３本体の動作可能な電圧を下回り、本体の動作停

止及びリセットが働く状態となってしまいます。 

 

電池の消耗状況によっては、通常測定時においては、電池残量モニターが十分な残量表示を行っている

場合でも、プリンター動作時に急激に電圧低下を発生し、動作不良をおこすことがありますので、十分にご

注意願います。 

 

尚、連続してプリンター出力される場合、大量のデータを出力される場合などは、Model６１１３専用のＡＣア

ダプター（オプション）のご使用をお勧めいたします。 
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６．２ 測定データのデジタル出力 

６．２．１ デジタル出力の準備 

測定データのデジタル出力を行う場合、本体側面の RS232C 端子に 

RS-232C ケーブル（オプション）を接続して行います。 

＜用意するもの＞ 

●通信するコンピュータ 

●RS-232C ケーブル（オプション） 

●通信ソフト（例：Windows ではハイパーターミナルなどのソフトがあります。） 

 

＜ボーレートの設定＞ 

本体のボーレートとコンピュータのボーレートを同じに設定する必要があります。 

アネモマスター本体の設定は下表の通りです。 

※ ボーレートの設定に関しては「７．２ その他の機能設定」P.29をご参

照ください。 

 

 

 

 

コンピュータの設定に関してはコンピュータの取扱説明書をご参照ください。 

 

＜コンピュータと本体の接続＞ 

① 本体（RS-232C 端子）とコンピュータを接続用ケーブルで接続する。 

② 本体の電源を入れる。 

本体の画面表示が通常測定モードであることを確認します。 

 

 

RS232C ケーブルの結線図 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

(D-Sub9 pin) 
結線 

アネモマスター 

信号名 ピン番号 ピン番号 信号名  信号の意味 信号の方向 

NC 1  1 GND 信号グランド  

RXD 2  2 TXD 送信デ－タ 出 力 

TXD 3  3 RXD 受信デ－タ 入 力 

NC 4  4 CTS 送信許可 入 力    

GND 5  5 RTS 送信要求 出 力 

NC 6  6 NC   

RTS 7      

CTS 8      

NC 9      

 

 

 

 

※ Windows 用計測ソフトウェアもご用意しております（別売）。 

データビット長 ８ビット 

パリティの有無 無し 

ストップビット 1 

デリミタ CRLF 

ボーレート 設定値による※ 

RS232C 端子 
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６．３ コンピュータからコマンドを入力して出力するには？ 

コンピュータと本器の接続方法は「６．２．１ デジタル出力の準備」P.24をご参照ください。 

 

―――文中のマークの意味――― 

：空白（スペース）を意味します。 

：改行または ENTER キーを押すことを意味します。 

*：任意の数字を入力することを意味しています。 

 

 

※ コマンドはすべて大文字で入力してください。 

 

６．３．１ 生データの転送 （１秒ごとの測定データ） 

出力先の表示例 説明 

 

例）風速測定モードで D0005 を入力

したとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜取り込みデータ数の設定＞ 

“Ｄ＊＊＊＊ ”を入力します。（取り込みたいデータ数を４桁の数字で入

力します。）コマンド受信後、“ＡＤ”が返送されます。 

続いて、１秒ごとに本体画面に表示されている生データが出力されま

す。設定できるデータ数は最大9999データです。9999以上のデータを取

り込む場合はもう一度、コマンドを送ってください。 

出力内容 

□圧力付きの場合（オプション） 

風速；風温；圧力 

□圧力なしの場合 

風速；風温；0000000 

 

＜受信中断＞ 

“Ｎ ”を入力すると、コマンド受信後、“ＡＮ”が返送され、受信が途中で

中断されます。 

出力先の表示例 説 明 

 

 

 
＜測定条件の出力＞ 

“Ｓ ”を入力すると、コマンド受信後、“ＡＳ”が返送されます。画面に表

示されている測定項目、時定数(P.13参照)が出力されます。 
 
出力内容 

測定項目（VT-, PRS）；時定数; 

 

           VT- ：風速または風温 

           PRS ：圧力（オプション） 

出力先の表示例 説 明 

 

 

 

＜測定単位の出力＞ 

“Ｕ ”を入力すると、コマンド受信後、“ＡＵ”が返送されます。 

現在設定されている測定単位を出力します。 

出力内容 

風速単位；風温単位；圧力単位 

  

AN  

コマンド 機能 

Ｄ＊＊＊＊  取り込みデータ数の設定 

Ｎ  受信中断 

Ｓ  測定条件の出力 

Ｕ  測定単位の出力 

Ｐ  記憶データ数の出力 

Ｔ＊＊＊＊  記憶データの出力 

 

AD  

0.19; 26.8; 0.35  

0.51; 26.8; 0.21  

0.61; 27.0; 0.25  

0.24; 27.0; 0.40  

0.15; 26.9; 0.21  

AS  

VT-;01;  

AU  

m/s;℃;kPa  
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６．３．２ 記憶データの転送（メモリーに蓄えられたデータ） 

出力先の表示例 説 明 

 

＜記憶データ数の出力＞ 

“P ”を入力すると、コマンド受信後、“ＡＰ”が返送され、記憶されてい

るデータ数が出力されます。 

出力先の表示例 説 明 

 

 

 

＜記憶データの出力＞ 

“Ｔ＊＊＊＊ ”を入力します。（出力したい記憶データの番号を４桁の 

数字で入力します。）コマンド受信後、“ＡＴ”が返送されます。 

指定した番号に記憶されているデータが出力されます。 

※ 最小、平均、最大値などの演算データは出力されません。 

※ 出力されるデータの測定単位は現在の測定単位設定に依存します。 

出力内容 

□圧力付きの場合（オプション） 

データ番号；風速；風温；圧力 

□圧力なしの場合 

  データ番号；風速；風温；0000000 

出力先の表示例 説 明 

 
＜エラーメッセージ＞ 

ページ数などを誤入力すると“ＥＤ”が返送されます。 
 

６．４ 測定データの単項目出力設定 

この機能をＯＮにすると、通常測定画面（測定モード）において、プリントアウト、またはデジタル出力されるデータ

が、その操作を行う際に表示されていた値（例えば風速測定画面が表示されていた場合は風速値）のみを出力さ

せることができます。設定方法については、「７．２ その他の機能設定」P.29をご覧下さい。 

６．４．１ 単項目出力設定でのプリントアウト 

測定データのプリントアウトの方法については、「６．１ 測定データのプリントアウト」P.19をご覧下さい。 

データのプリントアウト例 

         ＜測定結果（風速の場合）＞                     ＜演算結果（圧力の場合）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．４．２ 単項目出力設定でのデジタル出力 

測定データのデジタル出力の方法については、「６．１ 測定データのプリントアウト」P.24をご覧下さい。 

出力先の表示例 

    ＜取り込みデータの出力（風温の場合）＞         ＜記憶データの出力（風速の場合）＞ 

 

 

 
 

AP  

P0012  

AT  

2002/10/30;14:25:46  

011; 0.15; 25.5; 0.10  

ED  

2002/10/29  09:41:29 

MODE VEL 

  0.06 m/s 

DATE:2002/10/30 

TIME:07:52:55 

DATA:006 

MODE:PRS 

MAX    0.44 kPa 

AVG    0.33 kPa 

MIN    0.21 kPa 

AD  

0000000; 26.8;0000000  

0000000; 26.7;0000000  

AT  

2002/10/30;14:25:46  

011; 0.15;0000000;0000000  
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６．５ アナログ出力（オプション） 

①データ更新間隔 ………0.1 秒 

②負荷インピーダンス……5KΩ以上 

③出力電圧………………ＤＣ 0～1V 

  アナログ出力は下表の出力範囲のうち、１つを選択し、出力することができ

ます。通常測定画面（測定モード）で表示されている測定値が出力されます。

設定方法については、「７．２ その他の機能設定」P.29をご覧ください。 

 出力範囲 変換式 (電圧Ｖ) 

風速（Ｕ） 0 ～   5 m/s Ｕ=  5×Ｖ m/s 

0 ～  10 m/s Ｕ＝10×Ｖ m/s 

0 ～  25 m/s Ｕ＝25×Ｖ m/s 

0 ～  50 m/s Ｕ＝50×Ｖ m/s 

風温（Ｔ） -10 ～ 40 ℃ Ｔ＝ 50×Ｖ－10 ℃ 

0 ～  50 ℃ Ｔ＝ 50×Ｖ    ℃ 

0 ～ 100 ℃ Ｔ＝100×Ｖ    ℃ 

圧力（Ｐ） -5 ～ +5 kPa Ｐ＝ 10×Ｖ-5  kPa 

-2 ～ +2 kPa Ｐ＝ 4×Ｖ-2   kPa 

出力範囲の最小値が 0V、最大値が 1V のリニア出力となります。 

出力データは常に 0.1 秒間隔で出力されます。 

また、設定している時定数が反映されます。時定数の変更に関しては、「３．４ 時定数を変更するには」P. 13を参

照してください。 

モ－ド 測定デ－タの取り込みかた（アナログ出力の場合） 説  明 

ＴＣ１ 

 

 

 
 
                                １秒間の平均 

１秒間に１０回デ－タを

取りこみ、その平均値を

瞬時値として、0.1 秒ごと

に出力します。  

ＴＣ５ 

 

 
 
 

                                ５秒間の平均 

５秒間の平均値を 0.１秒

ごとに出力します。デー

タは 0.１秒づつ、シフトし

ます。 

ＴＣ１０ 

 

 

 
 

                              １０秒間の平均 

１０秒間の平均値を 0.１

秒ごとに出力します。デ

ータは 0.１秒づつ、シフト

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 

 

 

 

 

 

 

 

0       5       10       15       20 秒（測定時間) 

0       0.5       1.0       1.5       2.0 秒（測定時間) 

0       2.5      5.0       7.5      10 秒（測定時間) 

アナログ出力端子 



 

 

７．機能設定 28 

 

７．機能設定 

７．１ 日時を変更するには 

表示画面 説 明 

 
通常測定画面（測定モード）が表示されているときに、 キーと

キーを同時に２秒以上押します。
 

 

左下に設定段階を表す数字が表示され、西暦の下２桁が点滅表示 

されますので、 、 キーを押して変更したい値を選択し、 

キーを押します。 

※ 設定段階を表す数字の意味は、以下の通りです。 

 １ ………… 年（西暦）    ４ ………… 時 

 ２ ………… 月         ５ ………… 分 

 ３ ………… 日
 

 
次に“月”を表す数字が点滅表示されますので、同様に 、  

キーで選択して、 キーを押します。 

 
次に“日”を表す数字が点滅表示されますので、同様に 、  

キーで選択して、 キーを押します。 

 
次に“時”を表す数字が点滅表示されますので、同様に 、  

キーで選択して、 キーを押します。 

 

次に“分”を表す数字が点滅表示されますので、同様に 、  

キーで選択して、 キーを押すと、通常測定画面に戻り設定 

が完了となります。 

※ 設定途中で キーを押すと、設定内容を記憶せずに通常 

測定画面に戻ります。 

 

m/s 

設定段階 
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７．２ その他の機能設定 

このアネモマスターは、画面上でのビット設定（ソフトディップスイッチ）により、ボーレート、測定単位、データ出力

項目などの各種の機能設定を行えます。設定された内容は、電源を切ってもバックアップ電池により、保存されま

す。 

７．２．１ 設定方法 

表示画面 説 明 

 

一旦、電源をＯＦＦにし、 キーを押しながら電源をＯＮに 

します。 キーは左図の様な画面が表れるまで押し続けて 

下さい。 

ここで、左側の“ｂ０”はビット番号を表し、右側の“０１”はビットの 

状態を表します。（ビット番号・ビット状態の意味については次ページ

を参照してください。）
 

 

、 キーでビット状態の選択を行い、 キーを押して、 

設定を保存するとともに、次のビット番号に進みます。 

（ビット番号は“９”まで進むと、次は“０”に戻ります。）
 

 
全てのビット番号の設定が終われば、 キーを押すと通常測定 

画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビット番号が“０” ビットの状態を 

表示 

m/s 
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７．２．２ ディップスイッチ設定表 

※       は出荷時設定 

設定項目 内  容 画面での設定（ビットの状態） 

ボーレート設定 

[ｂ０、ｂ１] 

４８００ｂｐｓ ｂ０：００ ｂ１：００ 

９６００ｂｐｓ ｂ０：０１ ｂ１：００ 

１９２００ｂｐｓ ｂ０：００ ｂ１：０１ 

３８４００ｂｐｓ ｂ０：０１ ｂ１：０１ 

ブザーの有／無設定 

[ｂ２] 

あり ｂ２：００ － 

なし ｂ２：０１ － 

風速単位設定 

[ｂ３] 
ｍ／ｓ ｂ３：００ － 

風温単位設定 

[ｂ４] 
℃ ｂ４：００ － 

アナログ出力 

（オプション） 

[ｂ５] 

レンジ設定 

風速 

０～５ｍ／ｓ ｂ５：００ ｂ６：００ 

０～１０ｍ／ｓ ｂ５：０１ ｂ６：００ 

０～２５ｍ／ｓ ｂ５：００ ｂ６：０１ 

０～５０ｍ／ｓ ｂ５：０１ ｂ６：０１ 

風温 

０～５０℃ ｂ５：００ ｂ６：００ 

０～１００℃ ｂ５：０１ ｂ６：００ 

－１０～４０℃ ｂ５：００ ｂ６：０１ 

圧力 
－５～＋５ｋＰａ ｂ５：００ ｂ６：００ 

－２～＋２ｋＰａ ｂ５：０１ ｂ６：００ 

データ出力項目の設定 

[ｂ７] 

全項目出力 ｂ７：００ － 

単項目出力 ｂ７：０１ － 

日付表示フォーマット

の設定 

[ｂ８、ｂ９] 

日本フォーマット：年／月／日 ｂ８：００ ｂ９：００ 

米国フォーマット：月／日／年 ｂ８：０１ ｂ９：００ 

欧州フォーマット：日／月／年 ｂ８：００ ｂ９：０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

８．プローブの洗浄方法 
 

風速素子にゴミ（粉塵、煤煙）や、機械油などが付着すると、奪われる熱量（放散熱量）が変化します。 

奪われる熱量はほとんどの場合、減少する傾向にあります。すなわち、風速値がさがることになります。 

また、プローブの種類によっては保護金網またはメッシュがありますが、これも同様であり、ゴミなどで金網が目詰

まりを起こすと風速値が下がる原因になります。 

汚れた環境下で測定し、素子・金網に汚れが付着した場合は測定後すぐに洗浄しておくことをおすすめします。 
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風速センサー部を超音波洗浄器で１０～２０秒程度洗浄して下さい。あまり長くすると、素子の 
コーティングの破損につながります。 
洗浄液は通常の水を使用してください。洗浄剤を容器に入れ、振り洗いしていただいても結構 
です。 
風速センサー部に油が付着している場合、アルコールでプローブの先端を軽くすすぎ、その後 
乾燥させて下さい。 

 

！注意！ 

！）洗浄時、電源は必ず切ってください。 

！）洗浄後は良く乾燥させてから電源を入れてください。 

洗浄方法 



 

 

 

 

９．主な仕様 
 

品  名 アネモマスター風速計  

モデル名 ６１１３／６１１４／６１１５ 

測定対象 清浄な空気流 

風 速  

測定範囲 ０．１０～５０．０ m/s  

表示分解能 ０．００～９．９９m/s：０．０１m/s，１０．０～５０．０m/s：０．１m/s 

測定精度 ±（指示値の３％＋０．１） m/s 

応答性 約１秒 （風速１m/s，９０％応答時） 

温度補償精度 ５～８０℃の範囲において、±（指示値の５％＋０．１）m/s 

風 温 

測定範囲 ０．０～１００．０ ℃ （０．１℃） 

表示分解能 ０．１℃  

測定精度 ±１．０ ℃  

応答性 約３０秒（風速１m/s，９０％応答時） 

圧 力※ 

測定範囲 －５．００～＋５．００ kPa  

表示分解能 ０．０１kPa  

測定精度 ±（指示値の３％＋０．０１） ｋＰａ 

応答性 約１秒 

測定機能 

測定値ホールド，時定数変更（１，５，１０秒），電池残量表示（５段階） 

測定データ保存：瞬時値の取込，平均値（最大６０秒）の取込，取込数：最大１００個 

演算機能：取込データの最大・最小・平均値演算，生データ表示 

カレンダー機能，風速値バーグラフ表示 

出力機能 

デジタル出力：RS-232C（4800，9600，19200，38400bps）……ＰＣへの入出力用 

プリンター出力※２：演算結果，測定データのプリントアウト 

アナログ出力※３：ＤＣ０～１Ｖ（風速，風温，圧力※１を選択し１ｃｈ出力） 

電  源 
単２マンガン電池×６本（アルカリ，Ni-Cd 電池使用可） 

ＡＣアダプター※３：ＡＣ１００～２４０Ｖ（５０/６０Hz） 

電池寿命 約１０時間 （風速５m/s，風温２０℃アルカリ電池使用時において，プリンター使用無） 

動作環境 本体：５～４０ ℃   プローブ：０～１００ ℃   保存温度：５～４０ ℃ 

質  量 ６１１３： 約１．１ｋｇ  ６１１４：約１kg  ６１１５：約１ｋｇ  （電池を含まず） 

付属品 
取扱説明書×１冊，単２マンガン電池×６本，プローブ（ケーブル２ｍ）×１本， 

延長棒×１本，肩掛けストラップ×１本、プリンターロール紙×１個 

別売品 
予備プローブ，アナログ出力，圧力測定機能，通信ケーブル，計測ソフトウェア

（Windows 版），ＡＣアダプター 

※１印：圧力測定機能(測定チューブ付き)は６１１５のみ標準仕様、６１１３・６１１４はオプションです。 

※２印：プリントアウトは６１１３のみの機能です。 

※３印：オプション 
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１０．測定の原理 
 

１０．１ 熱式風速計の原理 

風速センサーは加熱されており、このセンサーに風があ

たると、熱が奪われセンサーの温度が変わります。それ

に伴い、センサーの抵抗値も変化します。この抵抗値の

変化は風速が早ければ早いほど、大きく変化します。した

がって、風速と抵抗値の関係がわかっていれば、抵抗値

（または電流）を測定することによって、風速値を知ること

ができます。 

 

アネモマスタ－風速計はこの原理を利用したものです。一般に熱式風速計で

はセンサ－部が常に一定温度になるように、フィードバック回路を用いて制御

されています（定温度型）。 

つまり、センサ－は常に一定温度になっており、この温度は風速の高低によ

って変化することはありません。しかし、風速の高低に応じてセンサ－から奪

われる熱量（放散熱量）が変化しますので、それを補うようにセンサ－に電流

を流すようになっています。この電流の量（ｉ）から風速値を知ることができま

す。 

     風速センサ－から奪いとられる熱量［Ｈ］は次式で表されます。 

  

 

    H: 放散熱量    T: 素子の温度 

      Ta: 風温          U: 風速      a,b: 定数 

 

また、放散熱量[H]は素子の抵抗(R)と流れる電流(i)から次式で表すことが

できます。 

 (Ｒは一定温度に保っているため風速の高低に関係なく一定） 

 

し た が っ て 、                 となります。この式からもわかるように、

風速Ｕの変化を素子に流れる電流ｉの変化としてとらえることができます。 

 

� 温度補償 

風温が変化した場合、同じ風速であっても熱放散量が異なるため、計測値

が変化してしまいます。当社の風速計では風温が変化しても正しい風速が

計測できるように温度補償回路を設けています。これはブリッジの対辺に

風速と同じ温度係数を持つ測温素子Ｒｃを配置して、風温との温度差（Ｔ－

Ｔａ）を一定に保つようにブリッジを調整し、風温変化による誤差を少なくするものです。 
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冷却 

電流 

風 

風速素子（白金巻線） 
風速 m/s 

電
流
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Ｋｉｎｇの式　　・・・・・・・・))(( TaTUbaH −+=

風速素子 
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))(( TaTUba −+

放

散

熱

量
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散

熱

量

[H] 

Ta1 
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� 風温 

風温によって抵抗値が変化する風温素子（白金薄膜素子）をブリッジの一

辺に組み込んでいます。この抵抗値の変化を測定することによって、風温

を測定することができます。 

 

 

 

 

 

 

� 圧力測定（オプション） 

圧力測定には拡散型の半導体圧力センサーを使用しています。拡散半導体圧力センサーは圧力を受けると

抵抗値が変化するピエゾ抵抗効果の原理を利用したもので、シリコンの薄いダイヤフラムの４カ所に拡散抵

抗（センサーチップ）が形成された構造になっています（図１）。 

図１の上部からセンサーチップに圧力が加わり、たわむとダイヤフラム中央部のＲ３、Ｒ４には圧縮応力、Ｒ１、

Ｒ２には引っ張り応力が働きます（図２）。この応力の大きさに応じて拡散抵抗の抵抗値が変化します。 

検出回路（図３）としてはこれらの拡散抵抗でブリッジを構成すれば、圧力に比例した電圧を取り出す事

ができます。また、実際は拡散抵抗には温度依存性があるため、この抵抗に温度補償抵抗が取り付け

られています。 

１０．２ 風量の計算 

ダクト内の平均風速とダクトの断面積をかけるとダクトの風量が計算できます。ダクト内の平均風速を求めるには、

ダクト断面をいくつかに分割し、分割した面内それぞれの風速を測定し、平均します。 

風量：単位時間あたりの空気体積[m3/min、m3/h] 

風量(Ｑ)=平均風速(U) × 断面積(A)   

 

右図は JIS 規格 B8330 に記載されてい

るダクトの測定ポイント例です。 

JIS 規格では、角ダクトは断面を１６以上

の等面積に分け、そのそれぞれの中心

点を測定ポイントとしています。円ダクト

はダクト断面における互いに直角な直径

上の点、合計 20 点を測定ポイントとして

います。詳しくは JIS 規格 B8330 をご参
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圧力 

図２ 図１ 圧力センサー 
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照ください。 

 

１１．風速値の補正について 
 

本器の風速センサーは加熱されており、センサーに風があたるとこの熱が奪われます。本器はこの奪われる熱量

（放散熱量）と風速値との関係を利用して風速値を指示しています。 

本器は常温、常圧の清浄な空気流で校正されていますので、測定する気体の状態が校正時の気体の状態と異な

る場合、同じ風速でも放散熱量が違うため、指示風速はその気体の状態に影響を受けます。 

 

１１．１ 風温の影響 

本器は、熱線式風速計で熱放散量を利用して風速を測定しています。従って周囲の温度に対しての補正がされ

ていないと、風温によって熱放散量が変化してしまい、同じ風速であっても、風温によって指示値が異なってしま

います。これを防ぐために、温度補償と呼ばれる内部回路により、風温も同時に測定し、5～80℃の範囲で風温の

影響がないように、風速指示値を測定精度内で、補正しています。 

 

１１．２ 大気圧の影響 

本器は大気圧１０１３ｈＰａで校正されています。圧力の変動は熱放散量に影響を及ぼしますので、大気圧の補正

が必要です。大気圧の補正は次式で行えます。 

 

Uc
Pm

Um ×= 1013
   Ｕｍ：真の風速値[m/s]   Ｕｃ：指示風速値  Ｐｍ：測定時の圧力［ｈＰａ］ 

 

１１．３ 測定対象の空気成分の影響 

空気以外のガス成分が含まれる環境で測定する場合は、補正が必要です。測定気体の物性値から熱放散量を

計算し、それと空気の熱放散量とを比較し、補正します。 
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１２．プローブの指向特性（風速） 
 

１２．１ 水平特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．２ 垂直特性 
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１３．故障かな？と思ったら 

１３．１ 電池の確認 

症状 考えられる原因／処置 参照ページ 

電源スイッチを ON にしても画

面表示がでない。 

電池が消耗しています。 

電源を切り、電池を交換してください。 

6 

電池を新品と交換しても、画面

表示がでない。 

電池の極性が間違っていませんか？ 

電源を切り、正しく入れ直して下さい。 

6 

画面に“E - - 0”と表示される。 電池が消耗しています。 

電源を切り、電池を交換してください。 

6 

 

１３．２ 初期動作の確認 

症状 考えられる原因／処置 参照ページ 

画面に”E - - 9”と表示される。 ＲＯＭカセットが装着されていません。 

装着されている場合は、電源を切り、装着し直して、しっかりと

固定されていることを確認してください。 

7 

画面に”- - - -”と表示される。 プローブが接続されていません。 

いったん電源を切り、プローブを接続してください。 

7 

 

１３．３ 測定中での確認 

症状 考えられる原因／処置 参照ページ 

測定値が - - - - と表示 

される。 

仕様測定範囲以外ではオーバー表示（- - - -）となります。 

仕様測定範囲内でご使用ください。 

32 

プローブ／プローブケーブルは正しく接続されていますか？ 

接続箇所をご確認ください。 

7 

プローブ／プローブケーブルの断線または素子が破損して 

います。 

購入店に修理・交換をご依頼ください。 

 

風速値が正しい値を示さない。 風向マークの向きは正しいですか？ 

風向マークを風上に向けて測定してください。 

9 

風温が高い。 無風時は正しい風温測定は行えません。 

0.1m/s 以上の風で測定してください。 

9 

風速測定値の応答速度が 

遅い。 

時定数（TC）の設定の設定をご確認ください。 13 

圧力ゼロ点調整時、画面に 

”E - - 8”と表示される。 

圧力ポート（＋、－）が塞がれていませんか？ 

＋、－両方のポートを開放にしてください。 

9 

圧力のゼロ点調整範囲を越えています。 

購入店に修理・交換をご依頼ください。 

9 
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１３．４ 出力の確認（１）・・・プリンタ－ 

症状 考えられる原因／処置 参照ページ 

プリントアウトしない。 

 

 

プリンター用紙は正しくセットされていますか？ 

プリンターカバーを開け、排紙の再巻き込みがないかご確認 

下さい。 

19 

プリンター用紙は十分にありますか？ 

プリンタ用紙の両端に赤いマークが現れたら、早めに新しい 

ものと交換して下さい。 

19 

電池が消耗していませんか？ 

電源を切り、電池を交換してください。 

6 

印刷文字が薄い、又はかすれ

る。 

電池が消耗していませんか？ 

電源を切り、電池を交換してください。 

6 

印刷、紙送りの途中で停止す

る。又はリセット→再起動され

る。 

電池が消耗していませんか？ 

電源を切り、電池を交換してください。 

頻繁に、印字される又は大量に印字される場合は、専用 

ＡＣアダプタ（オプション）を使用して下さい。 

22 

画面表示されている測定値 

しかプリントアウトされない。 

データ出力の設定が単項目出力になっています。 

機能設定により、全項目出力に設定して下さい。
 

29 

プリントアウトが中止できない。 プリントアウトの中止はできません。  

画面に”E - - 1”と表示される。 プリンター用紙がセットされていません。 

ローラにプリンター用紙が正しくセットされているか、ご確認下 

さい。 

19 

画面に”E - - 2”と表示される。 電池が消耗しています。 

電源を切り、電池を交換してください。 

6 

プリンターの連続使用により、プリンタヘッドが高温になって 

います。 

プリントアウトをしばらく停止してから、操作を行って下さい。 

 

画面に”E - - 3”と表示される。 プリンターヘッドレバーが上がっています。 

このレバーは、下げた状態で使用して下さい。 

19 

 

１３．５ 出力の確認（２）・・・デジタル出力 

症状 考えられる原因／処置 参照ページ 

データを接続先へ出力でき 

ない。 

ケーブルは正しく結線されていますか？ 

接続には、専用の通信ケーブル（オプション）が必要です。 

24 

ボーレートなどの設定は正しいですか？ 

本器／コンピュータの設定をご確認ください。 

24 

通信コマンドは正しいですか？ 25 

 
 
 
 

１３．故障かな？と思ったら 38 

プリンターヘッド 

レバー 



 

 

１３．６ 出力の確認（３）・・・アナログ出力 

症状 考えられる原因／処置 参照ページ 

出力されない。 出力端子の極性は正しいですか？ 27 

通常測定画面（測定モード）になっていますか？ 11 

風速出力が階段状になる。 時定数（TC）の設定をご確認ください。 13 

出力値が違う。 アナログ出力の設定は正しいですか？ 27 

設定した出力レンジは正しいですか？ 27 

負荷インピーダンスが、規定値より低く設定されていません 

か？（負荷インピーダンス：５ｋΩ以上） 

27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．故障かな？と思ったら 39 



 

 

 

１４．製品保証とアフタ－サ－ビス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．製品保証とアフターサービス 39 

 

 

 

� 当社では、製品保証書を発行しておりません。 

 

� 製品には、ユーザー登録のご案内を添付しておりますので、ご購入の際は、必ずお受け取りください。
この記載内容に従って弊社ホームページのトップページからユーザー登録を行っていただきますようお
願いいたします。登録されますと、当社にて保証を開始いたします。尚、ご登録なき場合は保証しかねる
場合があります。 

 

� 保証期間は電池などの消耗品を除き、原則として、ご購入日から１年間です。 

 

 

 

 

� 具合の悪いときはまずチェックを…                                                

   ”故障かな？”の項お読みになり、故障かどうか、お確かめください。 

 

� それでも調子の悪いときは当社サ－ビスセンタ－へ…   

販売元の日本カノマックス㈱サ－ビスセンタ－、または、お近くの同社事務所（最終ペ－ジ参照）、もしく

は、お買い上げの店に、ご連絡ください。 

 

� 保証期間中での修理は… 

当社の製造上、回路部品、材質などの原因によって故障が発生した場合は、無料で修理させていただ

きます。  

� 保証期間が経過した後の修理は… 

修理によって、機能、及び精度が維持できる場合は、ご要望にしたがって有償修理させていた

だきます。 

� 修理部品の保有期間について…  

修理部品は、生産中止後、最低５年間保有いたします。この部品保有期間を修理可能期間とさせてい

ただきます。詳しくは当社サ－ビスセンタ－へ、ご相談ください。 

 

製品保証 

アフタ－サ－ビス 

   

  * 製 品 名  アネモマスタ－ 

  * 型   名  6113/6114/6115 

  * 器   番  ---------- 

  * プロ－ブ NO.  ---------- 

  * 故障の状況  できるだけ詳しく 

  * ご購入年月  ---------- 

ご相談になるときは、次のことをお知らせください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


